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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成28年7月7日(2016.7.7)

【公開番号】特開2015-116635(P2015-116635A)
【公開日】平成27年6月25日(2015.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2015-041
【出願番号】特願2013-261149(P2013-261149)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｃ   9/00     (2006.01)
   Ｂ２３Ｃ   5/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｃ    9/00     　　　Ｚ
   Ｂ２３Ｃ    5/08     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月19日(2016.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　ただし、取り付ける領域も限られているため、防振機構６の寸法が限られる。寸法が限
られることによって、錘１１の寸法が制限されるが、錘１１の材質を鉄系材料の約２倍の
密度を有するタングステン合金等を用いれば、十分に錘の重さを確保できる。例えば、直
径１２００ｍｍのディスクカッタ９の場合、刃先部分に錘１１を取り付ける場合における
位置は、回転軸より５３０ｍｍ離れた位置で、円柱状の錘１１の寸法は直径５０ｍｍ、厚
さ２０ｍｍ、材質がタングステン合金、質量約７３０ｇとなり、ディスクカッタ９の振動
を抑制するためには十分な質量を確保することができる。
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